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国
語 

農
学
部
、
医
学
部
（
保
健
学
科
） 

 
 

一 
現
代
文 

 

問
一 

ａ 
リ
ュ
ウ
チ
ョ
ウ 

 

ｂ 

シ
ャ
シ
ョ
ウ 

 

ｃ 

眺 
 

ｄ 

ハ
バ 

 

ｅ 

発
揮 

 

ｆ 

繊
細 

 

ｇ 

配
慮 

 

ｈ 

シ
ツ
ヨ
ウ 

 

問
二
（
１
）
エ 

 

（
２
）
エ
リ
ス
に
と 
～ 

あ
る
の
だ
。 

 

問
三 

吃
音
を
単
に
障
害
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
人
種
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
階
級
な
ど
複
数
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
る
「
交
差
性
」
の
考
え
方
に
立
つ
こ
と
で
、

そ
の
障
害
が
自
分
に
と
っ
て
持
つ
意
味
の
複
雑
さ
を
探
究
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
意
味
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
。（
一
〇
九
字
） 

 

問
四 

彼
ら
は
社
会 

～ 

の
で
あ
る
。 

 

問
五 

ウ 

 

問
六
（
１
）
自
ら
の
弱
さ
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
掲
げ
、
権
利
を
主
張
す
る
ば
か
り
で
、
自
ら
の
弱
さ
に
向
き
合
わ
ず
、
豊
か
な
生
の
意
味
を
生
み
出
す
こ
と

に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
。
（
六
八
字
） 

 
 

（
２
）
自
分
を
、
自
分
の
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
弱
さ
を
備
え
た
存
在
と
し
て
認
め
、
経
験
の
複
雑
さ
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
自
身
の
生
に
多
様
な
意

味
を
見
出
す
も
の
。
（
六
六
字
） 

 

問
七 

第
二
段
落
：
障
害
と
の
こ 

 
 
 

第
三
段
落
：
近
年
、
以
前 


